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2019 年度活動テーマ ( 案） 「JOSO 食材でかんたん ・ おうちごはん」

常総生活協同組合　理事会

2019 年度総代会前

「おしゃべり会」 （懇談会）

開催のお知らせ !!
　春風が心地よいこの頃、組合員の皆様には日頃の生協活動、地域の催し、商品利用へのご協力あり

がとうございます。

　早いもので、2018 年度も終わり、2019 年度に入ります。みんなで、この一年できる様になったこ

とを振り返ったり、今度はこんなことをやってみようかと、考えたり、話し合っていく「おしゃべり会」

を開きます。

　2019 年度の活動テーマ（案）は「JOSO 食材でかんたん・おうちゴハン」です。組合員皆さんの生

活の知恵や、くらしの工夫の交流を深めていける年にしていきたいと思います。皆さ

んの「おしゃべり」の中から新たな発見、取り組みにつながるような会になれればと

思います。ふるってご参加下さい。

日時 4/17 （水）、 4/20 （土） 10 ： 00 ～ 12 ： 00

場所 常総生活協同組合　2F 組合員活動室

申込み方法 生協本部 （0297-48-4911） にお電話いただくか、 もしくは注

文用紙組合員意見欄、 WEB フ ォーム （https://goo.gl/forms/

DFfr5Sa9am7jtWUA2） にご記入下さい。 　第一次〆切 4/12 （金）

開催日程　※ご都合の良い日程に参加できます

こちらの QR コードを読み取ると WEB フォー

ムからも申し込めます。 ※ホームページ「情

報発信」 ページにも掲載されています。 →

2019 年 4 月の予定

●生協基幹運営／地域活動 ・催し● ●提携 ・協同 ・連帯企画●

4 月ゴンタの丘 「常総っ子応援団」 は毎週木曜日に活動して

います。 試食会は 4月 25 日に行います。

4/2 （火） 私たちのくらしと憲法

4/3 （水） 檻の中のライオン講演会

4/8 （月） 脱原発とくらし見直し委員会

4/13 （土） 福島スタディツアー

4/17 （水）、 20 （土） 総代会前総代 ・組合員懇談会

4/24 （水） 定例理事会

4/25 （木） 東海第二原発訴訟　第 25 回口頭弁論

4/5 （金） 生協ネットワーク 21 役員会

4/12 （金） 生協ネットワーク 21 専務交流会

4/14 （日） 関東子ども健康調査基金　医師懇談会

4/19 （金） GMO フリーゾーン全国集会反省会

4/21 （日） 甲状腺エコー検診 in 流山
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新年度 ! 見つけよう !! 「わが家の定番品」

常総生協の商品の考えをお伝えします。 　～水産編～

　常総生協で扱う水産品は、養殖よりも
天然もの、遠洋ものよりは近海の新鮮な
ものを中心にお届けします。酸化防止剤、
アミノ酸等の添加物の使用もありませ
ん。旬の時季に水揚げされた日本各地の
地魚もご紹介します。

□産地 ・水揚げ港 ・加工場が明確です

　常総生協で取り扱う水産品は原産地
（漁獲海域）、水揚げ港、加工場が明確で
す。カタログでは原産地を表記（「千葉県」
は千葉沖、「岩手県、または三陸」は三
陸沖で漁獲です。「アラスカ」はアラス
カでの漁獲になります）しています。外
国産加工の場合は、説明文等で表記して
ゆきます。

□旬の鮮魚をご提案

　野菜と同じように、天然の魚にも「旬」
や「産地」があります。旬の素材は味だ
けでなく栄養の面でも優れています。常
総生協では各地の浜とつながることで、
季節の旬の地魚をお届けしています。

□産地 1 回凍結品

（ワンフローズン＝［鮮魚水揚げ→当日
中に加工→凍結］）
　市販品の魚のほとんどは、大量に漁獲・
凍結したものを一度解凍して、切り身や
干物などに加工した後、もう一度凍結し
たものが中心です。凍結・解凍・再凍結・
再解凍を繰り返すうちに、ドリップと一
緒に旨みも出てしまい、パサパサになっ

てしまいます。常総生協の魚はご家庭で
の調理をする際、鮮魚に近い味が楽しめ
ます。

□酸化防止剤、 アミノ酸等の使用もありま

せん

　市販品の多くは、量販店での販売が前
提にあります。棚に長く置けるものが良
い商品といわれ、その為に賞味期限を長
くする添加物（酒精、酸化防止剤、pｈ
調整剤など）が使われます。また、手ご
ろな価格にするために調味料も安価な化
学的に作られた甘味料や調味料（アミノ
酸等）を使い、不足する旨味を補ってい
ます。
　さらに大量生産するため、漬魚と売ら
れているものの中には、実際は甘く味付
けした切身にみそだれを塗っているだけ
というものもあるようです。

4 月 2 回掲載。 春の水産おすすめ商品 !!
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生協職員に聞きました !!　2011 年 3.11 あの時の状況と、 感じたこと。 part2

● 8 年前は前職で夜勤の仕事をしていました。

　仕事に向け寝ようとしていた時に地震が起きま

した。最初は何が起きたんだとパニックになっ

たことを覚えています。外に避難し、近所の人と

情報交換しました。約 1 日停電になっていたの

で、テレビも見れず情報を得るのに苦労しました。

オール電化なのでお風呂、お湯を沸かすことも出

来なかった。当時は地震に対する意識が低く、お

水、常備食も準備していなく、近くのコンビニ、

スーパーに買い物に行きました。しかしお店には

品物がなく探し回ったことを覚えています。3.11

を経験したことで、日々災害に対する意識を持つ

ことが大切だと強く感じました。メディアでは

3.11 の時にしか報道されないので、もう少し今の

現状をより多くの人に伝えていくべきだと思いま

す。

（供給部　滝本）

● 3.11 の際は他生協で配達をしていました。

　後 4 ～６件ぐらいで配達も終わりそうな時に地

震が起こり足で立っていることが出来ないくらい

の揺れでトラックもすごい勢いで揺れていたこと

が今でも鮮明に覚えています。

壁の塀や、かわらが無残にも崩れている現状に恐

ろしさを感じました。正直、配達よりも家族の心

配になり電話かけましたが繋がらず、メールだけ

送り残りの配達を続けました。家族は無事は確認

取れ、職場の同僚も怪我なく無事に帰ってきまし

た。

人間は自然の力には適わないけどしっかりと対策

を取れば被害の軽減は出来る事を知りました。

（組織部　古橋）

●地震の瞬間は生協本部で迎えました。

　まだ建て替え前の古い建物でしたので、揺れて

いる間は、これは建物が倒壊するかなと感じまし

た。私の席の上の梁が落ちたので、もし座ってい

たら怪我をしていたかも知れませんでした。幸い

にも設備機器に大きな損傷が無く、また停電も無

かったので、余震が収まってきたら、片付けをし

ながら業務も再開しました。その翌日に福島第一

原発爆発の報。そこからはみんな休日返上で対応

に当たり続ける日が続きました。地場生産者の絶

望感、家族の健康を心配する組合員の声を受け止

めながら、無我夢中の日々でした。そんな中で宮

城、福島の被災地支援にも行かせてもらい、想像

を絶する被害の大きさを目の当たりにしました。

日本に住んでいる以上、地震を経験するのはこれ

は避けようが無いことです。原発事故は余計です。

　電源喪失による事故の可能性は 3.11 の前から

指摘されていたにも関わらず、無策にもメルトダ

ウンの事態となりました。日本で原発を安全に稼

働できる立地は無いと思います。また仮にあっ

たとしても核のゴミを将来に付け回すだけの事で

「今さえ良ければ」というのは許されないと思い

ます。また被害を小さく見せようとする国の姿勢

も許せません。放射能の被害だけでなく、人と人

との分断も生んでしまう原発はもう止めにして欲

しいと思います。

（供給部　丸山）

●当然あの日あの時はつくばで供給中でした。

　少し揺れを感じたので組合員さんの家の所でト

ラックを止めて運転席で地震が収まるのを待ちま

した。しかし揺れは一向に収まらない。それどこ

ろか激しく揺れ始めた。必死にハンドルを握って

身体を支えたのを覚えています。隣のマンション

が、ガーン、ガーンと轟音を立てていて倒壊する

んじゃないかと戦々恐々でした。あまりの激しい

揺れに荷台がどうなっているか気になって開けて

みると、なんと被害ゼロの無傷だった。この時ば

かりは（さすが俺！）と思ったものです。その後

も供給を続けましたがエレベーターが止まってい

たり、大渋滞だったりで大変でした。家に帰ると

色々と散乱しているようだったが停電していたの

で、取り敢えず寝ました。私は登山をしていてコッ

ヘルやフリーズドドライ食品を所持していたので

災害時はとっても役に立つ事を感じました。災害

時の備えは心の余裕の為にも必要ですね。

（供給部　阿部）
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